



論じることである. 本論考は 2 年間の研究の 2 年目に当
たる. 前論考 『高等学校における言語活動の研究 (1) ―
リスニング活動の理論と実践―』 においては, 高等学校
ではあまり実践されていないリスニング指導への疑問を
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高等学校における言語活動の研究 (2)
リスニング活動の実態と展望
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Abstract
The purpose of this paper is to examine the present situation of teaching listening in senior high schools and clarify
the effective ways to improve it. The former part shows the result of questionnaires answered by senior high school
teachers. It reveals that most of the teachers just let their students answer listening questions based on training books
for the examinations within ten minutes approximately. They need new ideas to renew the ways of teaching listening.
The latter part explains that, due to the comparative difficulty of listening among four skills, the introduction of the
listening strategies is needed in classrooms. In addition, three steps are necessary in listening activities to make them














平成 29 年 6 月に愛知県の高等学校英語教員 106 人を
対象としてアンケート調査 (巻末資料を参照) を行った.








いますか.｣ という質問に対して, ｢イ リスニング教材
を使用して毎回行っている｣ または ｢ウ リスニング教
材を使用して時々行っている｣ と回答したのは全体の












2.1 の質問において ｢イ｣ または ｢ウ｣ と回答した,
リスニング教材を使用して毎回または時々リスニング指
導を行っている 70 人に対して, 追加質問をした.
1) リスニング指導を授業のどの段階で, 何分程度行っ
ているか
｢2. 2) リスニング指導はいつ行っていますか.｣ とい
う質問に対しては, 全体の約 6 割が ｢ア 授業の始め｣
に行うという回答であった.
また, ｢2. 3) リスニング指導に何分費やしています
か.｣ という質問に対しては, 回答全体の 57.1%が ｢イ
約 10 分｣ としている. 9 割以上が約 5 分から 15 分まで






ますか. (複数回答可)｣ という質問については, 科目間


































回答全体 21.7 15.1 50.9 12.3
普通科 19.5 17.1 54.9 8.5
工業科 50.0 16.7 16.7 16.7
商業科 50.0 0.0 33.3 16.7
総合学科 12.5 0.0 62.5 25.0
その他 0.0 25.0 25.0 50.0
2. 2) リスニング指導はいつ行っていますか.
ア 授業の始め イ 授業の最中 ウ 授業の終わり エ その他
回答全体 61.4 24.3 1.4 10.0
普通科 66.1 22.0 1.7 6.8
工業科 50.0 50.0 0.0 0.0
商業科 0.0 100.0 0.0 0.0
総合学科 60.0 0.0 0.0 40.0
その他 0.0 50.0 0.0 50.0
2. 3) リスニング指導に何分費やしていますか.
ア 約 5 分 イ 約 10 分 ウ 約 15 分 エ その他
回答全体 18.6 57.1 18.6 7.1
普通科 16.9 62.7 15.3 6.8
工業科 0.0 50.0 50.0 0.0
商業科 50.0 50.0 0.0 0.0
総合学科 40.0 20.0 20.0 20.0





リスニング指導の方法について, ｢2. 6) リスニング
指導の方法を具体的にお書きください.｣ という質問に
対しての記述を分類すると, 次のようになった.
分類 1 の ｢リスニング教材の解答と答え合わせのみ｣
には ｢授業の最初にリスニング教材を使い 10 分で実施｣
など, 具体的な実施方法が記されていない記述が多くあっ
た. 分類 2 の ｢リスニング教材の解答と教師の解説｣ に
ついては, 事前に ｢何を聞き取るかを明確に｣ する指導
や, ｢途中でヒントを出す｣ といった支援を挙げるもの
があった.
分類 3 の ｢リスニング教材の解答・解説に加えて関連






踏み込んだ指導を挙げたものもあった. 分類 4 の ｢独自
のリスニング指導｣ については, ｢洋楽｣ や ｢読み物｣
をリスニング教材として使用したり, ｢単語リストを与
えて音と意味をつなげ｣ たりすることも挙げられた.







ていますか.｣ という質問に対して, ｢ア 行っている｣
という回答は, 全体の約 6 割であった. しかし, 工業科,
商業科, その他の学科では ｢イ 行っていない｣ という
回答が上回った.


















回答全体 25.7 31.4 22.9 14.3 32.9 14.3
普通科 25.4 27.1 22.0 11.9 37.3 10.2
工業科 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0
商業科 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0
総合学科 0.0 100.0 60.0 0.0 0.0 40.0
















明確にして 10 分で実施. その後ディクテーショ
ンを 5 分行う.
・聞くポイント (事前に設問に目を通すとか) を





てもらい, 使用している. ×1.0 で 2 回ほど, ×








・30 分リスニング, 5 分答合わせ, 15 分スクリプ
トをペアで音読, 別日にディクテーション
・各自取り組ませつつ, ペアでお互いに聞き取れ





















を聞いた上でうめる. 5 ～10 分で実施.
・Model dialog をリスニングでやっている. 聞く
→メモ→QA→単語リストを与えて音と意味を
つなげる→聞く→QA














2.3 の質問に対して ｢ア 行っている｣ と回答した 63
人に対し, 次の質問をした.
1) リスニングのテストをどの科目で行っているか







｢4. 2) 年に何回実施していますか.｣ という質問に対









という問いに対しては, ｢ア 上げている｣ とする回答








また, ｢4. 7) リスニングテストの問題文は授業で扱っ
た教科書の文章を使用していますか.｣ という質問に対




｢4. 8) CAN-DO リストの中にリスニング (聞き取り)
についての目標が明確に書かれていますか.｣ という質
問に対しては, ｢イ 書かれていない｣ とする回答が全
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回答全体 25.4 27.0 19.0 23.8 28.6 15.9
普通科 24.5 22.6 18.9 20.8 34.0 13.2
工業科 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0
商業科 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0
総合学科 0.0 66.7 33.3 16.7 0.0 33.3
4. 2) 年に何回実施していますか.
ア 1 回 イ 2 回 ウ 3 回 エ 4 回 オ 5 回 カ その他
回答全体 0.0 1.6 3.2 12.7 73.0 7.9
普通科 0.0 1.9 1.9 13.2 73.6 7.5
工業科 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0
商業科 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0
総合学科 0.0 0.0 0.0 0.0 83.3 16.7
4. 3) リスニングテストの配点はどのくらいですか. (定期テ
ストの満点値を 100 とした場合)
ア 5％ イ 10％ ウ 15％ エ 20％ オ その他
回答全体 11.1 34.9 27.0 22.2 4.8
普通科 11.3 35.8 26.4 24.5 1.9
工業科 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0
商業科 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0
総合学科 0.0 33.3 33.3 16.7 16.7
4. 5) 各学期段階を追ってレベルを上げていますか.
ア 上げている イ 各学期とも同レベル ウ レベルを意識せず
回答全体 42.9 39.7 15.9
普通科 49.1 34.0 15.1
工業科 0.0 100.0 0.0
商業科 0.0 100.0 0.0


















等を行っていますか.｣ という質問に対しては, ｢ウ 実
施していない｣ という回答が全体の約 8 割である.
また, ｢4. 10) リスニング力向上結果の経年比較を行っ
ていますか.｣ という質問に対しては, ｢エ 実施せず｣
が 7 割を超えるが, ｢ア 英語科会で実施｣ していると







































ある. 英語に触れる時間の絶対的な少なさがある. 1 単













Underwood, M. (1989 pp.16-20) は, リスニングの
難しさとして 3 点を挙げている.
(1) 話し手の話すスピードをコントロールできない
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4. 8) CAN-DO リストの中にリスニング (聞き取り) につい
ての目標が明確に書かれていますか.










イ 不定期に実施 ウ 実施していない
回答全体 9.5 6.3 79.4
普通科 11.3 7.5 77.4
工業科 0.0 0.0 100.0
商業科 0.0 0.0 50.0






ウ 個人で実施 エ 実施せず
回答全体 9.5 4.8 4.8 76.2
普通科 11.3 5.7 5.7 71.7
工業科 0.0 0.0 0.0 100.0
商業科 0.0 0.0 0.0 100.0
























導要領では, 中学校で 1,200 語, 高等学校で 1,800 語,




















Nunan (1999 pp.218-219) によると, 内容理解に関
して, 具体例を示しながら, さまざまなストラテジーを
次のように紹介している.
(1) Listening for gist
e.g. Is the speaker describing a vacation or a
day in the office? Is the radio report about
news or weather?
(2) Listening for purpose
e.g. Are the speakers making a reservation or
ordering food? Is the speaker agreeing or dis-
agreeing with the suggestion?
(3) Listening for main idea
e.g. Why is the speaker asking the man ques-
tions? Did the speaker like or dislike the movie?
(4) Listening for inference
e.g. What are the speakers implying by what
they said?
(5) Listening for specific information
e.g. How much did they say the tickets cost?
Where did she say the meeting was being held?
(6) Listening for phonemic distinctions
e.g. Did the speaker say first or fourth? Did the
speakers say they can or can't come to the
party?
(7) Listening for tone/pitch to identify the
speaker's attitude
e.g. Did the speaker enjoy the wedding or not?
Is the speaker surprised or not?
(8) Listening for stress
e.g. What is more important, where he bought














リスニング指導は, 基本的に Pre-listening activities
(聞く前の準備活動) をとり入れ, 理解の鍵となる語彙
や背景知識を教え, While-listening activities (聞く
活動) で要旨や概要を理解させることから始め, その
後その要旨や概要を説明する細部の理解へ進み, Post-














McCaughey (2015 p.3) は, 具体的な指導例を次の
ように挙げている.
Pre-listening: 1. Introduction: Teacher asks the
class if they like animals. Stu-
dents volunteer answers.
2. Teacher presents several riddles
about animals. Students guess
answers.
3. Teacher brings out a bag. Inside
are stuffed animals that students
can't see. Students ask questions
until they determine what ani-
mals are inside.
While-listening: 4. Students receive a handout with
three True/False statements.
They listen to a recorded
dialogue about animals and tick
True or False. They listen once.
Post-listening: 5. Students check answers.
6. Students create follow-up ques-
tions about animals. The teacher
writes these on the board.
リスニング指導において上記のような 3 つの段階を踏
み, 第 1 段階 (Pre-listening) では, 教科書で扱うレッ
スンの題材についての質問をし, 聞くことへの意欲を高
め, これから何を学ぼうとしているかの予測をさせたり
する. 第 2 段階 (While-listening) では, タスクを与
え, True/False questions で聞き取るべきポイントを












扱っている. それを支持するものとして Ur (1984 p.4)
の主張を取り上げている.
Ur (1984 p.4) は, よいタスクとは聞き取る文章の
最後ではなく最中あるいは文章のある一部分と他の一部
分の間に起こっている能動的なタスクであると述べてい
る. リスニングタスクを 4 つ具体的に挙げているが, リ
スニングタスクとしてとてもよいモデルは, 子どもの遊
びの Simon Says であるとしている.
Simon says, "Put your hands on your head."








次に, picture dictation を挙げている. 各生徒は白
紙の用紙を 1 枚と鉛筆か色鉛筆かマーカーを持つ. 教師
が生徒に指示をひとつずつ書き取らせ, 生徒はそれに従
う.
Teacher: We are going to draw a monster. We just
learned the word lopsided, right? Draw a big lop-
sided circle near the top of your paper. …
Okay, give your monster two big eyes.
… Give your monster two large ears.
… Now put an earring in his left ear.




次に, Sound-clip dictation を挙げている. リスニン
グに基づいたライティングあるいはディクテーションへ
の応用である. 次のような文を教師が読み上げ, 生徒は
書き取る. authentic な音声として YouTube などのオ
ンラインで "movie sound clips" を使用することも可能
である.
I'm gonna make him an offer he can't refuse.
--- a famous line in American film "The Godfa-
ther"
次に, Single-sentence gap fill を挙げている. 1 つの
文を使い, 弱形の言葉に注意をピンポイントで向けさせ,
空欄を埋めさせる. 上手く聴き取れないようなら, 何度
でも CD で流したり, 教師が読み上げたりする. ここで
は, 短縮形や弱形の言葉を聞き取らせる.
(1) be great if (2) get it done early this year.
(1) に入る語句は It'd で (2) に入る語句は we could













イムで把握することができる. 例えば, Simon Says の









You are in the parking lot on Monkey Street. ...
Turn left on Javelina Street.




なら, さらに指示を追加し, 言葉も速く発し, 複雑な指
示を以下のように与える.
Now make a U-turn, go two blocks, and turn right.
Do you see the Little Cat Cafe? Don't stop there;
keep going until you get to Old King Mighty Food
- it's a huge grocery store right before the river.
2) Seeing answers
赤と緑の紙を生徒に配付し, Yes/No や True/False
の問題の時に利用する. Yes なら緑, No なら赤の紙
を上げる. さらに, 白い紙を配付し, "I'm not sure" を
表示させる. 生徒は直接指名されて質問に答えたり, さ
らに追加質問をされて緊張感が増す. そのストレスを軽
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減することがこの活動で可能である. 例えば,
McCaughey (2015 p.8) にある次のような活動ができ
る. Yes/No questions で Yes なら起立するというもの
である.
Teacher: Are you 38 years old?
Is today Tuesday?
Am I wearing glasses?
Do you like eating snakes?
Do you like rainy weather?
Are the windows open?
Is Shanghai the capital of China?
リスニングにおいて文法の学習も可能である. 例えば,
次のような形で現在完了形と過去形を扱うことができる.
Who has had coffee before?
Who bought a coffee somewhere yesterday?
Who had coffee this morning?
Who hasn't had any coffee this week?
Who has tried iced coffee?
Who has never had iced coffee?
Who had iced coffee this morning?





















Scrivener (2005 p.176) は, 2 分の録音教材で多くの
リスニング活動をさせるのに十分であると述べている.
Lewis & Hill (1985) は, 英語力の低い生徒の集中時間
は約 20 秒であると述べている. (後略)
4. Play it again
たいていの教師トレーナーやコースブック (course






らない. 長い音声であると, それを分節し, 短い音声に
変えることができる. 生徒は具体的ないくつかのタスク
を行い, 教師は生徒の進歩や理解度をモニターできる.
5. Change it up
多様な音源を増やすことは, 教室へより多くのリスニ
ング材料を持ち込むことを容易にする.
1) Recorded audios or teacher's voice
教師が読む音声はすばらしいオーディオの音源である.
生徒に事中タスクを与え, それから内容のあるものを与




(americanenglish. state. gov.), English Teachers Eve-
rywhere (www.etseverywhere.com), BBC Learning
English (www.bbc.co.uk/worldservice/learningenglish)
で入手できる.




に作られてはいない. Voice of America's Special
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効な音声は the English Language Listening Lab On-
line (ello.org) で見つけることができる.
4) Native speakers or non-native speakers



















一方, 渡部 (2016 pp.11-12) は, リスニング力はリ
スニングだけを練習すれば向上するというのは幻想であ
り, 語彙, 文法, 読解の能力とともに伸びていくとして
いる. 渡部 (2016) は, ｢英語リスニングテスト対策指











３) 2 回目のリスニングでノートを確認させる. 必要
があれば書き足す.
４) ペア, あるいは 3 名程度のグループでノートを確
認させる.















熊井 (1992 pp.21-30) は, リスニング活動を 3 つの
プロセスに分けている. それは, Pre-listening activity,
While-listening activity と Post-listening activity で






案している. While-listening activity では, 生徒が何
を聞くことになっているか (what to listen to) を十分
理解しているかどうか, 生徒はテープを聴いて何をする
ことになっているか (what to do while listening) を



















竹内 (2012 pp.87-92) は, 自分で行ったリスニング
指導の授業例を紹介しながら, リスニング内容について,





においてその答の部分で CD を一度止めること, 音声テ





























グ指導における ｢評価｣ について ｢総括的評価｣ ではな
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